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器を弾いてみることで確認されており、現代楽器では効果的でない運指の意味するところも考察されている。
本研究はシューマンの創作・批評活動に対しても新しい視点を提供するばかりではなく、19世紀ドイツのピ
アノ音楽史の構築にも部分的に寄与するものである。 
一方、問題点としては、まず第一に、史料のドキュメンテーションが重要な部分を占めるこの研究におい
て、史料記述の手順や方法にかなり改善の余地が残ること。つまり論文執筆の技術的な面でまだ経験不足が
目立つ。既存のすぐれた校訂報告などを参考に、もっとわかりやすく提示する工夫が必要である。同時に、
論理の展開に説得力をもたせるためには、良い意味での論文的レトリックがもっと必要であるとの指摘もあ
った。また、読解が難しい日記などの私文書の解釈に、短絡的な物語化の傾向がないかという懸念も指摘さ
れた。さらに、判明した事実の意味づけに関して、もっと筆者の思いきった解釈を展開してもよかったので
はないか。例えばあえて弾きにくい指使いを行ったのはなぜか、メカニカルなもの、ヴィルトゥオジティへ
の熱狂的な姿勢が、従来の「詩的」なイデーというロマン主義的なシューマン観をどのように修正ないし再
考させるのか、シューマンにとってエチュードとは結局何だったのか。欲を言えば、奏法の議論に加えて作
品への音楽批評的な切り込みがもっと欲しいところではある。 
とはいえ、現在のシューマン研究に貴重な一石を投じる論文であることは間違いなく、国際的なレヴェル
の研究であると言うことができる。よって合格とする。なお、本論文はデュッセルドルフのシューマン研究
所をはじめ、多くの組織や個人の協力のもとで執筆されたものであることを付言しておく。
